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多くの会員の皆さんからの応募をお待ちしております。
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配分金基準単価の改定について（お知らせ）

令和３年度分の確定申告
～

配分金に対する所得税の取扱い

［（配分金収入－必要経費）＋（公的年金等の収入金額の合計額－公的年金等控除額）＋（給与収入－給与所得控除
　－所得金額調整控除）－基礎控除（48万円 ※１）等の所得控除］×適用税率＝所得税額 ※２

互助会の会員募集（お知らせ）

⑻

公益社団法人
⑴



センターが納めなけれ
ばならない消費税額

約2,328万8,000円

会員への支払配分金

2憶5,617万846円

10％＝2,328万8,258円 

令和2年度
支払配分金相当額

2億3,288万2,588円

配
分
金

配分金に係る消費税
（令和２年度決算額に基づく計算例）

公益社団法人呉市シルバー人材センター

　令和５（2023）年10月1日から、インボイス制度（正式には適格請求書等保存方式）が導入さ
れ、消費税の取扱いが変わります。
　会員の皆さまにお支払いしている配分金は、請負契約に基づいて働いた対価として支払われるお
金で所得税法上では雑所得として取扱われます。そして、配分金には内税として消費税が含まれて
います。
　会員の皆さまは、いわゆる個人事業主として仕事をされますので、消費税納税事業者になります。
　しかし、消費税を納税する義務が発生するのは標準期間（２年前の1年間）における配分金の総額
が1,000万円以上の事業主ですので、大部分の会員の皆さまは納税義務が免除されています。さら
に申しますと、会員の皆さまに対する配分金については、消費税の納税義務のない免税事業者であ
る会員に対しても、消費税を含めて支払われているため、免税事業者として利益（益税）を享受し
ていることになります。
　ところが、インボイス制度が導入されると配
分金が消費税の仕入税額控除（＊）の対象となら
ないため、センターは会員への配分金に含まれ
る消費税相当額を新たな費用とし負担し、納税
する必要が生じます。
　令和2年度にセンターが納付した消費税額
は、配分金が仕入税額控除の対象になるため、
1,707,800円でしたが、インボイス制度が導入
されますと、配分金が消費税の仕入税額控除の
対象とならないため、右図の計算方法によりセ
ンターの消費税の納税額が大幅に増えることに
なります。
　この課題は、センターの経営に多大な影響を及ぼすことになります。センターはこの消費税を将
来に渡って納税していく財源がありませんので、新たな費用をねん出するために配分金に含まれる
消費税の取扱い方法を工夫するとともに、会員の皆さまにご理解とご協力をお願いすることになり
ます。
　現在、会員の皆さまが得ている配分金は少額であり、生きがい就労の対価というべき水準にあり
ます。このわずかな収入に対して形式的に一律に消費税を課すというのは、地域社会に貢献してい
る高齢者のやる気や生きがいをそぐことになりかねません。
　このため、全国シルバー事業協会では、会計・経理検討委員会を設置し対応策を検討するととも
に、厚生労働省をはじめ関係省庁や自民党シルバー議員連盟に対して制度緩和措置の要望等を行っ
ております。
　本制度導入にあたり、今後の対応や動向等について進展がありましたら、会員の皆さまへ随時お
知らせしてまいります。

＊仕入税額控除とは：消費税を納めなければならない事業者が、仕入れで発生した消費税を売り上げの消費税から

差し引いて計算することです。
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退任された役員 新役員の紹介
長い間ご尽力いただき、
ありがとうございました。

今年度は役員の改選があり、６月の総会で、
次の方々が新役員に選任されました。

令和５年１０月からインボイス制度が導入されます

行友副理事長新川理事川森理事久野理事富永理事狩山監事
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●平日（8：30～17：15）　事務局へ連絡 ☎21-6611

●休日・就業時間外

安浦連絡事務所 ☎84-7866
☎080-1632-7227

☎090-2298-6089

緊急連絡先

交通安全講習会安全・適正就業巡回パトロールの実施

令和２年度　収支計算書
（令和2年4月1日～令和3年3月31日）

303,332,119
3,074,685
19,641
90,000

1,232,500
29,215,424

348
684,793

337,649,510
管 理 費

0
0

262,000
89,438

0
16,289
4,054
11,148
260

1,224,944
0

事 業 費
256,170,846
20,811,226
582,000

22,021,057
3,606,357
4,526,850
937,146
2,376,912
350,098
17,766
159,930

１．経常収益の部

経 常 収 益 計
２．経常費用の部

（単位：円）
科　　　　目 決　算　額

管 理 費
302,827

0
0

22,205
0

202,400
29,937
84,774
47,900

0
21,000
9,354

114,298
0

1,982
0
0
0

2,444,810

事 業 費
1,551,107
2,849,334
272,986
2,137,054
1,470,067
1,593,460
1,097,636
3,479,124
3,104,930
82,735

2,094,490
302,446
2,798,752
1,430
72,790
190,401
858,162
150,116

335,667,208

経常費用の部

小　　計
経 常 費 用 計
当 期 経 常 増 減 額

（単位：円）
科　　　　目 決　算　額

338,112,018
△ 462,508

事 業 実 績 対 比
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R2

0
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4,000

6,000

R2 H30 H29 H28

人 契　約　件　数

4,8494,849
5,2375,237 5,2355,235

5,5475,547 5,4635,463

R1

0

200

400

600

R2 H30 H29 H28

人 就 業 実 人 員

481481 512512 525525 544544 553553

R1

0

10,000

20,000

30,000

40,000

R2 H30 H29 H28

万円 契　約　金　額

30,491 31,357 30,93730,333 31,831 30,491 31,357 30,93730,333 31,831

R1

0

200

400

600

800

R2 H30 H29 H28

人 会　　員　　数

665665 665665 662662 688688 672672

R1

0

20,000

40,000

60,000

80,000

R2 H30 H29 H28

人日 就 業 延 人 日

56,61856,618 59,89059,890 59,90559,905 62,50562,505 62,49962,499

R1

R1 H30 H29 H28

万円 　配　分　金　額

25,61725,617 27,18027,180 26,35426,354 27,03827,038 26,38826,388

安全は　焦らず急がず　確かめて　

古希過ぎし　働く喜こび　シルバーで　

安全は　忖度抜きで　最優先

会員番号　4250　生土　雪春

会員番号　3962　伊藤　春子

会員番号　5297　濱添　直武

安全就業の強化活動の一環として
募集した中より優秀作品が選ばれ
ました。

年度別傷害事故・損害事故発生状況
区 分 損害事故

年 度

1

1

2

入院

通院

計

剪定・伐採

除　草

計

0

2

2

除　草

その他

計

5

1

6

就業中 通勤途中 計 件 数

3

8

2

2

0

0

5

8

2

10

6

6

傷害事故件数

Ｈ30年度

R元年度

R２年度

Ｒ2傷害事故の内訳 Ｒ2損害事故の内訳

業務総括・襖・分別等

公園清掃

植木剪定･再生自転車等

草刈・屋外清掃

事務・筆耕・管理・軽作業・家事サービス・
パソコン指導・イベント型育児支援・
派遣事業等

☎090-7129-9646

☎090-7129-9644

☎090-7129-9645

☎080-7652-1407

☎090-7129-9643



　我が国の人口構成は、世界に類を見ないスピードで高齢化が進展し、「超
高齢社会」の到来は大きな社会問題となっています。
　呉市の令和2（2020）年9月末日現在の総人口は、21万8,777人（呉市住民
基本台帳）、65歳以上の高齢者人口は7万7,264人、高齢化率は35.3%と
なっており、既に超高齢社会に突入しています。
　高齢者を取り巻く社会状況は、政府の策定した「高齢社会対策大綱（平成
30年2月16日閣議決定）」にもあるとおり、年齢を判断基準とせず高齢者
に高い就業継続意識がみられる現況を踏まえ、年齢にかかわりなく希望に応
じ働き続けることが出来るよう環境整備を図ることとなっており、企業の定
年延長や再雇用などにより就労環境が大きく変化しています。このような
「生涯現役社会」の実現の一翼を担い、活力ある地域社会づくりに貢献する
シルバー人材センターの果たすべき役割の期待や重要性は一層大きなものと
なっています。
　シルバー人材センター事業は「請負・委任」からスタートしており、今後
もこれが中心事業であることに変わりありませんが、従来の請負・委任では
発注者の要請に応えられない業務が拡大しており、適正就業の面からも派遣
事業への取組みの強化が求められています。
　高齢者である会員に就労の場を提供するシルバー人材センターは、従来か
ら「生きがい対策」「健康対策」「生活の安定」「地域社会発展の下支え」
を目的として事業を展開しています。
　これらの目的を達成するため、シルバー事業の強化・充実に向けて、体制
の整備とともに営業・企画力の底上げを図る必要があり、事業運営の指針と
するため、本年度を初年度とする5年間の第一次中期計画を策定しました。
　また、本年度も引き続き、人手不足や現役世代を支える分野の就業を促進
するため、国が補助事業として強く進めている「高齢者活用・現役世代雇用
サポート事業」を推進してまいります。
　これらを含め、多くの分野で請負業務、そして新たな派遣業務の確保に向
けて、本年度も次の方策を推進してまいります。

①会員の拡大
　会員の減少に歯止めがかからない要因として、企業における65歳までの
継続雇用制度の定着とともに入会時の年齢が従来の60歳前半から65歳を超
える層となっていることが考えられます。
　会員の拡大を図ることは、今後のシルバー事業の維持・発展に不可欠であ
り、特に少子高齢化に対応した福祉・家事援助サービス分野での女性会員の
拡大が求められています。このため従来から行っている街頭キャンペーン及
び各種研修会の開催などを通じて、機会あるごとに「会員募集用チラシ」の
配布を行い市民への周知に努めます。
　なお、昨年度に引き続き、広島県連合会が主催するRCCテレビなどメディ
アを活用した広報活動に参画し、会員の拡大に努めます。

②就業開拓及び就業率の向上
　現在、会員の減少により発注者からの依頼にこたえることが難しく、就
業率は逓減しています。就業率を向上させるためには、就業機会の拡大が
重要であり、就業率の向上と就業機会の拡大は、会員の拡大とともにセン
ター業務の維持発展のための車の両輪のようなものです。
　これまでもシルバー事業のPRや派遣事業の拡大に取り組んでいますが、
「仕事を待っている」のではなく、積極的に「打って出る営業」を行うこ
とにより就業開拓に取り組む必要があります。
　また、｢分かち合い就業｣を推進し、一人でも多くの会員が就業できるよ
う、就業率の向上を図ります。

③独自事業の推進・開拓
　独自事業については、平成2(1990)年度から資源の再利用とシルバー事
業のPRを目的として「再生自転車の販売」に取り組んでいます。
　しかし、「自転車整備」技能職種をもった会員が不足しているため、会員
の養成や地域住民のニーズを的確に把握することで販売台数の増加を図りま
す。
　新たな事業の開拓について、引き続き独自事業の創生を図るため、会員の
皆様からの積極的な提案や提言をいただき検討して参ります。

④安全・適正就業の推進
　安全就業はセンターの最重要課題です。「安全は全てに優先する」という
スローガンに基づき、会員の安全意識の高揚と就業中の事故防止、就業途上
の交通事故防止に組織を挙げて全力で取り組みます。
・安全パトロールの強化
・安全就業強化月間の取り組みの実施
・交通安全講習会の実施
・安全就業講習会の実施
・就業前ミーティングの実施
・安全標語の募集の実施
・ヒヤリ・ハット体験事例の募集
　適正就業については、法令遵守の徹底による適正就業を図るとともに、ロ
ーテーション就業の促進、長期継続就業の解消に努め、就業の適正化を図り
ます。

⑤研修会・講習会の開催
　各種研修会・講習会を実施して、会員一人ひとりの知識や技能の習得、
向上を図るとともに、ホームページや市広報紙により募集し、会員の拡大
や就業率の向上に努めます。
　また、広島県シルバー人材センター連合会主催の「高齢者活躍人材確保
育成事業」技能講習会の地元開催、また他地区での講習会を積極的に受講
するよう広く市民に情報発信し会員の確保に努めます。

⑥労働者派遣事業の推進
　国の補助事業「高齢者活用・現役世代雇用サポート事業」を活用し、発注
者の指揮命令や社員との混在就業が可能となる「労働者派遣事業」を広島県
シルバー人材センター連合会と連携し推進していきます。

⑦福祉・家事援助サービス事業の推進
　女性会員の拡大、就業率の向上には、福祉・家事援助サービス及び子育て
支援など女性会員に適した業務の拡大が不可欠です。
　昨年度に引き続き、呉市が行う「支え合いホームヘルプサービス事業」に
参画するなど、福祉・家事援助サービス及び子育て支援の就業開拓に積極的
に取り組みます。

⑧普及啓発活動の推進
　シルバー人材センター事業への理解と協力を得るため、例年１０月の「全
国普及啓発促進月間」をはじめとする各種行事を活用し、市民を対象にパン
フレット、チラシなどを配布する普及啓発活動を行います。
　また、会員の協力を得て「呉海軍墓地」の剪定・清掃奉仕などボランティ
ア活動を行い、シルバー人材センターのＰＲに努めます。

⑨職業紹介事業の実施
　臨時的かつ短期的な仕事又はその他の軽易な業務に係る仕事の求人を受け
付け、会員に紹介する有料職業紹介事業を行います。

令和３年度　収支予算書
（令和3年4月1日～令和4年3月31日）

科　　　　目 予　算　額 科　　　　目 予　算　額

令和３年度 事 業 計 画

職員の異動がありました。よろしくお願い致します。

嘱託職員
嘱託職員
嘱託職員
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業務リーダー
剪定担当
公園担当
除草担当

飯田　文雄
木下　勝巳
住吉　　直
井上　政人

職員の異動 呉 事 務 所

キャンペーン街頭

草刈機取扱講習会

剪定講習会

要望書の提出要望書の提出
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●平日（8：30～17：15）　事務局へ連絡 ☎21-6611

●休日・就業時間外

安浦連絡事務所 ☎84-7866
☎080-1632-7227

☎090-2298-6089

緊急連絡先

交通安全講習会安全・適正就業巡回パトロールの実施

令和２年度　収支計算書
（令和2年4月1日～令和3年3月31日）
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3,074,685
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337,649,510
管 理 費

0
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262,000
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0
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4,054
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事 業 費
256,170,846
20,811,226
582,000
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4,526,850
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2,376,912
350,098
17,766
159,930

１．経常収益の部

経 常 収 益 計
２．経常費用の部

（単位：円）
科　　　　目 決　算　額

管 理 費
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0
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0
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0
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858,162
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経常費用の部

小　　計
経 常 費 用 計
当 期 経 常 増 減 額

（単位：円）
科　　　　目 決　算　額

338,112,018
△ 462,508
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安全は　焦らず急がず　確かめて　

古希過ぎし　働く喜こび　シルバーで　

安全は　忖度抜きで　最優先

会員番号　4250　生土　雪春

会員番号　3962　伊藤　春子

会員番号　5297　濱添　直武

安全就業の強化活動の一環として
募集した中より優秀作品が選ばれ
ました。

年度別傷害事故・損害事故発生状況
区 分 損害事故
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Ｒ2傷害事故の内訳 Ｒ2損害事故の内訳

業務総括・襖・分別等

公園清掃

植木剪定･再生自転車等

草刈・屋外清掃

事務・筆耕・管理・軽作業・家事サービス・
パソコン指導・イベント型育児支援・
派遣事業等

☎090-7129-9646

☎090-7129-9644

☎090-7129-9645

☎080-7652-1407

☎090-7129-9643



センターが納めなけれ
ばならない消費税額

約2,328万8,000円

会員への支払配分金

2憶5,617万846円

10％＝2,328万8,258円 

令和2年度
支払配分金相当額

2億3,288万2,588円

配
分
金

配分金に係る消費税
（令和２年度決算額に基づく計算例）

公益社団法人呉市シルバー人材センター

　令和５（2023）年10月1日から、インボイス制度（正式には適格請求書等保存方式）が導入さ
れ、消費税の取扱いが変わります。
　会員の皆さまにお支払いしている配分金は、請負契約に基づいて働いた対価として支払われるお
金で所得税法上では雑所得として取扱われます。そして、配分金には内税として消費税が含まれて
います。
　会員の皆さまは、いわゆる個人事業主として仕事をされますので、消費税納税事業者になります。
　しかし、消費税を納税する義務が発生するのは標準期間（２年前の1年間）における配分金の総額
が1,000万円以上の事業主ですので、大部分の会員の皆さまは納税義務が免除されています。さら
に申しますと、会員の皆さまに対する配分金については、消費税の納税義務のない免税事業者であ
る会員に対しても、消費税を含めて支払われているため、免税事業者として利益（益税）を享受し
ていることになります。
　ところが、インボイス制度が導入されると配
分金が消費税の仕入税額控除（＊）の対象となら
ないため、センターは会員への配分金に含まれ
る消費税相当額を新たな費用とし負担し、納税
する必要が生じます。
　令和2年度にセンターが納付した消費税額
は、配分金が仕入税額控除の対象になるため、
1,707,800円でしたが、インボイス制度が導入
されますと、配分金が消費税の仕入税額控除の
対象とならないため、右図の計算方法によりセ
ンターの消費税の納税額が大幅に増えることに
なります。
　この課題は、センターの経営に多大な影響を及ぼすことになります。センターはこの消費税を将
来に渡って納税していく財源がありませんので、新たな費用をねん出するために配分金に含まれる
消費税の取扱い方法を工夫するとともに、会員の皆さまにご理解とご協力をお願いすることになり
ます。
　現在、会員の皆さまが得ている配分金は少額であり、生きがい就労の対価というべき水準にあり
ます。このわずかな収入に対して形式的に一律に消費税を課すというのは、地域社会に貢献してい
る高齢者のやる気や生きがいをそぐことになりかねません。
　このため、全国シルバー事業協会では、会計・経理検討委員会を設置し対応策を検討するととも
に、厚生労働省をはじめ関係省庁や自民党シルバー議員連盟に対して制度緩和措置の要望等を行っ
ております。
　本制度導入にあたり、今後の対応や動向等について進展がありましたら、会員の皆さまへ随時お
知らせしてまいります。

＊仕入税額控除とは：消費税を納めなければならない事業者が、仕入れで発生した消費税を売り上げの消費税から

差し引いて計算することです。
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退任された役員 新役員の紹介
長い間ご尽力いただき、
ありがとうございました。

今年度は役員の改選があり、６月の総会で、
次の方々が新役員に選任されました。

令和５年１０月からインボイス制度が導入されます

行友副理事長新川理事川森理事久野理事富永理事狩山監事

新 任 役 員新 任 役 員

会
員
二
十
五
年

　

久
保

　
　
弘

三
好

　
博
子

会
員
二
十
年

堀
部

　
瑞
江

寺
迫

　
喜
彦

仮
井

　
義
直

丸
口

　
　
強

實
兼

　
良
治

寺
西

　
寛
之

会
員
十
五
年

濱
西

　
孝
征

原
田

　
　
惠

山
口

　
牧
寛

奥
田

　
征
三

山
岡

　
重
晴

藤
田

　
茂
樹

河
村

　
英
雄

河
野

　
正
則

山
村

　
学

横
段

　
寿
美
子

井
上

　
憲
生

神
垣

　
勝
利

山
根

　
茂
紀

会
員
十
年

原
本

　
満

町
支

　
肇

高
橋

　
靖
之

鞍
田

　
徽
一

木
原

　
ス
マ
子

太
田

　
徳
枝

木
村

　
滋
男

實
田

　
英
典

藤
下

　
マ
リ
子

前
田

　
耕
作

大
髙

　
加
代
子

加
藤

　
安
雄

倉
園

　
昭
信

石
崎

　
京
一

廣
本

　
敏
雄

胡
麻
田

　
英
子

冨
田

　
利
彦

髙
木

　
敏
春

職
員
十
年

飯
田

　
文
雄

職
員
三
十
年

平
原

　
綾
子

役
員
表
彰

坂
本

　
孝
士

山
岡

　
重
晴

井
村

　
美
徳

村
松

　
茂
隆

永
年
勤
続
表
彰者

永
年
勤
続
表
彰
者

⑵ ⑸



定時総会（第41回）開催定時総会（第41回）開催令和３年度令和３年度

理事長挨拶
理事長 荒井 和雄

募
集
テ
ー
マ

　
会
員
の
安
全
意
識
を
啓
発
す
る
内
容

応
募
方
法

　
一
人
一
句
以
上
で
未
発
表
の
も
の
と

し
、
氏
名
、
会
員
番
号
を
明
記
し
て
葉
書

又
は
封
書
で
事
務
局
へ
令
和
四
年
四
月
末

ま
で
に
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

安
全
標
語
の
募
集

　
会
員
の
皆
さ
ん
の
就
業
途
上
及
び

就
業
中
に
、「
ヒ
ャ
・
ハ
ッ
」
と
し
た

経
験
や
発
生
原
因
、
発
生
防
止
対
策

等
を
募
集
し
ま
す
。

　
そ
の
経
験
内
容
等
を
分
析
し
、
会
員

の
事
故
防
止
に
役
立
て
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

応
募
方
法

　
体
験
事
例
用
紙
に
記
入
し
事
務
局
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
の
募
集

多くの会員の皆さんからの応募をお待ちしております。

　
令
和
三
年
度
「
安
全
就
業
強
化

月
間
」
活
動
の
一
環
と
し
て
、
会

員
す
べ
て
の
安
全
意
識
の
高
揚
を

図
る
た
め
、
安
全
標
語
を
募
集
致

し
ま
す
。

配分金基準単価の改定について（お知らせ）

令和３年度分の確定申告
～

配分金に対する所得税の取扱い

［（配分金収入－必要経費）＋（公的年金等の収入金額の合計額－公的年金等控除額）＋（給与収入－給与所得控除
　－所得金額調整控除）－基礎控除（48万円 ※１

　　）等の所得控除］×適用税率＝所得税額 ※２
　　

互助会の会員募集（お知らせ）

⑻

公益社団法人
⑴
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